日本語授業担当講師　書式1
日本語教育関連経歴書
· 必要に応じて行や列を拡張して記してください。
· 機関名だけでは所在地が不明な場合は、国名、都市名等を付してください。
· 同一機関でも全く異なるクラスを担当していた場合などは、複数の項目として記して構いません。
· 概要欄には、使用教材、週ごとの担当時間数、各クラスの受講者数、筆記・口頭テストの作成・実施経験、ティームティーチングの経験も含め、教育実践の全貌が把握できるような記述を心がけてください。

	言語教育・外国語に関する情報

	年
	月
	言語教育や関連分野における講習・研修等への参加

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	英語など外国語の習熟度（TOEICや英検などの点数でなくても可。読む人に伝わると思われる書き方で結構です。）

	

	

	

	

	日本語教育関連の経歴

	機関と期間
	対象者（レベル、年齢、母語等）
	概要

	


	
	

	


	
	

	


	
	

	


	
	

	


	
	

	


	
	

	


	
	

	
	
	

	
	
	

	上記のとおり相違ありません。
　　  　　　　年　　 月 　　日　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　




	出講希望調査

	2026年度授業期間（2026年4月6日～2027年1月13日）にご担当可能な曜日・時間帯の可能枠に〇を入れてください。
（1時限：9:00～10:35、2時限：10:45～12:20、3時限：13:10～14:45、4時限：14:55～16:30
5時限：16：40〜18：15）

	可能枠
	学期
	曜日・時限
	可能枠
	学期
	曜日・時限

	＜衣笠キャンパス＞

	
	春
	木曜　２、３時限
または３、４時限
	
	秋
	木曜　１、２、３時限
または２、３、４時限

	
	春
	金曜４、５時限
	
	秋
	金曜４、５時限

	＜大阪いばらきキャンパス＞

	
	春
	金曜１、２、３限
	
	秋
	金曜１、２、３限




